
今号の表紙は、東北学院の中の “L” を探せ！をテーマに集まった写真で構成しました。
校舎や風景、日常の一場面に見つけられた “L” のかたちは、LIFE・LIGHT・LOVE とい
う学院のモットーをそれぞれの視点から映し出しています。
たくさんのご応募により、学院の中にあふれる多様な “Ｌ” が一つの表紙に集まりました。
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「榴ケ岡高等学校体育館隣にもＬ」
モンブランさん

押川記念館ホール土樋キャンパス 1 号館 仙台神学校 校舎建設の地 土樋キャンパス上空
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東北学院の中の「Ｌ」を探せ！東北学院の中の「Ｌ」を探せ！

「夕暮れのＬ」
タカアキさん
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東北学院のステンドグラス東北学院のステンドグラス
東北学院の各設置校に設置されているステンドグラスを紹介いたします。東北学院の各設置校に設置されているステンドグラスを紹介いたします。
皆さまも機会がありましたら、ぜひ実際に足を運んで作品をご覧ください。皆さまも機会がありましたら、ぜひ実際に足を運んで作品をご覧ください。

「天地創造」を象徴する
ステンドグラス

（1983年）

もともとは多賀城キャンパス礼拝堂に
設置されていた作品で、2023年に現在
の場所へ移築されました。

使徒言行録に記されているイエス・キ
リストの昇天の場面を描いたステンド
グラスです。

ヒートン・バトラー＆バイン工房制作

《昇天》
（1932年）

太陽・月・星のモチーフ
（1985年）

「いのち  ひかり  あい」 第11号
発行：東北学院宗教センター

　発行責任者：宗教センター主任　原田 浩司
　〒984-8588  仙台市若林区清水小路３-1
　 TEL : 022-354-8310　
　 Email : c.center@mail.tohoku-gakuin.ac.jp

東北学院宗教センターだより
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三浦啓子 作

《聖なる光》
(2005年)

「天からの光」をイメージし
て制作された作品です。

① 降誕
（ルカ 2:8–20）

④ サマリアの女
（ヨハネ 4:1–42）

⑦ 最後の晩餐
（マルコ 14:22–26）

② 受洗
（マルコ 1:9–11）

⑤ 五つのパンと二匹の魚
（マルコ 6:30–44）

⑧ ゲッセマネの祈り
（マルコ 14:32–42）

③空の鳥を見よ
（マタイ 6:26）

⑥ 地面に字を書くイエス
（ヨハネ 8:1–11）
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幼稚園ホール五橋キャンパス研究棟 中学校・高等学校礼拝堂

ラーハウザー記念
東北学院礼拝堂

泉キャンパス音楽堂 ステンドグラス
田中忠雄 作

新約聖書に描かれたイエス・キリストの生涯
(1987年)
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2025年度後期　キリスト教行事2025年度後期　キリスト教行事

10月8日（水）・9日（木）の二日間にわたって桃井和馬
氏（恵泉女学園大学教授）および油谷重雄氏（「平和を
祈る七夕市民の会」代表）を説教者として伝道礼拝が
行われました。戦後80年という節目の年、平和の尊
さを覚えるメッセージをいただきました。

月に一回、9 月から開かれている English Cafe
では宣教師の方々と楽しく、本場の英語を学
ぶことができる貴重な機会です。普段はあま
り関わることのない他学年の生徒や、多国籍
な人々がいる環境で、いろいろな考え方の共有
や文化の違いを感じることができ、私自身も
刺激をもらえる場となっています。大学進学
後も進んで参加したいです。

（３年次　三浦 万里奈）

神さまからのお恵みを特に感じる実りの秋。食べ物、
自然、そして私たちの成長を守ってくださった神さま
に、園内で収穫された野菜や田植えをした稲、彩とり
どりに染まった木の葉を飾り、感謝祭礼拝で感謝の祈
りをおささげします。

感謝祭礼拝感謝祭礼拝
11月14日金

秋季特別伝道礼拝秋季特別伝道礼拝
10月８日水・９日木

English Café@榴ケ岡English Café@榴ケ岡

榴 ケ 岡 大　学 幼 稚 園
中 高

９月８日月

12 月 6 日（土）、藤崎前でミッションスクール 7 校合
同クリスマス募金が行われました。日本被団協を通し
て、再び被爆者をつくらないための活動のために献げ
られました。本校から生徒会とキリスト教青年会の生
徒が募金活動をし、特設ステージでは放送部のアナウ
ンスによって音楽部がクリスマスソングの合唱をしま
した。

ミッション７校ミッション７校
合同クリスマス募金合同クリスマス募金

12月6日土

幼 稚 園

クリスマス礼拝クリスマス礼拝
12月12日金

幼稚園で初めて本当のクリスマスを知る子
ども達。園内にクリスマスの装飾を施した
り、クリスマスの絵本などをとおして喜び
を伝えていきます。また、クリスマス礼拝
は保護者も参加し共に祈り、園児は降誕劇
をおささげします。

法　人

第 76 回の公開クリスマスが土樋で開催されま
した。第一部の礼拝では本学キリスト教学科の
卒業生、米山結実牧師より「いちばんはじめの
クリスマス」と題した説教を伺いました。続く
第二部では宗教部聖歌隊を中心に構成された合
唱団による恒例の「メサイア」（ヘンデル曲）
の抜粋を聞き、参加者全員で「ハレルヤ！」を
歌いました。

公開クリスマス公開クリスマス
12月12日金

中 高

12月24日（水）、中学校・高等学校礼拝堂にて、2025
年度クリスマス礼拝が行われました。中学１年生によ
るキャンドルサービス、東北学院大学文学部教授であ
る川島堅二先生をお迎えしての説教、音楽部や有志に
よる賛美で、クリスマスをお祝いしました。

クリスマス礼拝クリスマス礼拝
12月24日水

榴 ケ 岡

東北学院榴ケ岡高等学校で、12 月
24 日クリスマス礼拝が礼拝堂で行
われました。説教者としてお招き
した日本ナザレン教団仙台富沢教
会（宗教センター主事）の阿部頌
栄牧師に「神の御子はどこから来
たのか」という題で説教をしてい
ただきました。去年よりも厳かな
雰囲気で礼拝ができ、讃美歌も礼
拝堂により響いていたかと思います。私は初めてクリスマス礼拝
で聖書朗読を行いましたが、大学に入ってからの礼拝などで役に
立つような経験ができたのではないかと思います。

                      （３年次　山﨑　晴）

クリスマス礼拝クリスマス礼拝
12月24日水


